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事業状況

西部ガスの供給区域

北九州地区

福岡地区

熊本地区

佐世保地区

長崎地区

島原地区

○福岡地区
戸数 約５４万戸
販売量 約４億ｍ3

○北九州地区
戸数 約３０万戸
販売量 約３億ｍ3

○熊本地区
戸数 約１１万戸
販売量 約１億ｍ3

○長崎地区
戸数 約１１万戸
販売量 約０．５億ｍ3

○佐世保地区
戸数 約４万戸
販売量 約０．２億ｍ3

○島原地区
戸数 約０．５万戸
販売量 約０．０３億ｍ3

○全社計
戸数 約１１１万戸
販売量 約９億ｍ3

当社の供給区域は、大小６つの分散した供給区域で構成。
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事業状況

現状の供給基盤

ＬＮＧ

ＬＮＧ

ＬＮＧ

ＬＮＧ

福岡・北九州は、小型LNG船＋他事業者からの卸受にて原料を調達。
長崎は小型LNG船、熊本・佐世保・島原はタンクローリを活用。

福北工場（7万ｋｌ）
長崎工場（3.5万ｋｌ）

【小型ＬＮＧ船による調達】
（２か所）

北九州工場

【戸畑基地からの卸受】
（１か所）

サテライト工場
【福北工場および
戸畑基地、
大分ＬＮＧ基地からの
タンクローリによる調達】

（４か所）

高圧幹線
【福岡・北九州間を

高圧ＰＬで連結】

主要な中圧幹線
（グループ会社導管含む）
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供給基盤整備

今後の供給基盤

ＬＮＧ

ＬＮＧ

ＬＮＧ

ＬＮＧ

大型LNG船の活用により原料価格の低減を図ると共に、
福岡・北九州間の幹線を強化し、セキュリティの向上と需要拡大に対応。

ひびきＬＮＧ基地（建設中）
（36万ｋｌ）

Ｈ26年11月
運用開始予定

古賀幹線（建設中）
Ｈ26年10月

運用開始予定

九州北部幹線（計画）
工期：Ｈ26～Ｈ32

久留米ｻﾃﾗｲﾄ工場（建設中）
Ｈ27年4月

運用開始予定

【建設中・計画中の供給基盤】



今後の事業展開

エネファーム・エコウィルの普及拡大成 長 戦 略

4

エネファーム・エコウィルの普及拡大事業基盤の強化

安全・安心・信頼の確保

事業運営の最適化・効率化

暮らし関連分野の展開

既存エネルギー分野の維持拡大

新規エネルギー分野の拡大

エネルギー関連事業を中心とする
グループ価値の最大化


